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人 事 案 件
○教育委員会委員の任命について　　　　上野　里佳さん（湯本在住）（再任）
○人権擁護委員候補者の推薦について　　橘川　小夜子さん（元箱根在住）（再任）
○温泉財産区管理会の財産区管理委員の選任
　金子義明、上野欽一、大場脩一、勝俣康彦、安藤健、大澤和雄（再任６名）、
　安藤雅章（新任）
○宮城野財産区管理会の財産区管理委員の選任
　小宮山功、勝俣勉、湯川延和、勝俣孝、依元誠二、瀬戸豊文、勝俣茂（再任７名）
○仙石原財産区管理会の財産区管理委員の選任
　酒寄勝男、窪澤吉幸、鮎川勇、勝俣清治、勝俣淳成、市川穀（再任６名）、
　崎村康實（新任）
○蛸川財産区管理会の財産区管理委員の選任
　阿部佳信、川井美津久、安藤道宣、村田宣男、土屋克夫、菅井清登、
　工藤徳男（再任７名）

決 算 認 定
○令和２年度箱根町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
○令和２年度箱根町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

人 事 案 件
１件

同意（１件）

人 事 案 件
６件

同意（６件）

専 決 処 分
１件

承認（１件）

決 算 認 定
２件

条 例 改 正
１件

可決（４件）

認定 2 件

補 正 予 算
３件

補 正 予 算
１件

専 決 処 分
１件

承認（１件）

可決（１件）
条 例 制 定

う ち １ 件
２件

決 議

議会議事案件
１件

10月
臨時会

①10月１日
②10月12日から14日

会期

条 例 改 正
○箱根町手数料条例等の一部を改正する条例の制定
　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正
により、地方公共団体情報システム機構が個人番号カードを発行する主体として明
確化され、同機構は個人番号カードの発行に関わる手数料を徴収することができる
とされたことから町手数料条例から除かれ、その他、番号法の改正に関連する町の
条例の一部が改正されました。

２.令和3年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号）
補正額　1,066万2,000円追加

前年度精算分保険料等負担金　1,066万2,000円主な内容
３.令和3年度箱根町介護保険特別会計補正予算(第1号）

補正額　1,654万円追加
国庫負担金等過年度還付金　1,415万5,000円主な内容

1.令和3年度箱根町一般会計補正予算(第2号）
補正額　8億287万3,000円追加

①ふるさと納税促進事業追加　1億9,883万3,000円
②（仮称）小涌谷防災広場整備事業　　　 4,050万円
③財政調整基金積立金追加　　　5億903万5,000円
④新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　3,369万2,000円

主な内容

補 正 予 算

令和３年度箱根町一般会計補正予算（専決第１号）
補正額　1億3,470万円追加　

①仙石原すすき草原保存事業追加……500万円
②箱根湿生花園施設整備事業追加……200万円
③経営安定緊急融資事業追加…1億1,490万円
④道路維持経常経費追加………………977万円

主な内容

専 決 処 分

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

９月
定例会

会期
８月26日から
� ９月１日まで

○コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、地方財政は、来年度においても巨額
の財源不足が避けられない厳しい状況に直面しているため、令和４年度地方財政対
策及び地方税制改正に向け、地方税財源の充実を確実に実現するため、議会提案に
より、意見書を提出することを決定した。
　提出先…衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・経済産業大臣・内
閣官房長官・経済再生担当大臣

意見書の提出
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xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

令和３年度箱根町一般会計補正予算（専決第2号）
補正額　1億8,383万円追加　

①新型コロナウイルス感染症対策生活支援事業　 362万円
②新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業　40万円
③町内経済活性化事業更正減　▲19万円
④中小企業等感染症対策事業　1億8,000万円

主な内容

専 決 処 分

人 事 案 件
○監査委員の選任
　９月29日に任期満了となった小川鶴雄議員の後任として、沖津弘幸議員を監査委員に
選任することに同意しました。

10月臨時会①

報 告
○財政の健全化判断比率等について

1.令和3年度箱根町一般会計補正予算（第3号）
補正額　1億2,419万円追加　

清掃第１プラント施設維持管理事業　1億2,419万円主な内容

補 正 予 算

　環境センターの清掃第1プラント1号炉の内部、耐火層、断熱層に剝離、脱落が発生し補修の必要性
が生じたため。

決 算 認 定
○令和２年度箱根町一般会計及び9特別会計歳入歳出決算の認定について
　さらに審査が必要と認められたため、決算特別委員会を設置し付託され、閉会中の審査となっています。

議会議事案件
○広域行政調査特別委員会設置に関する決議
　近隣市町との広域行政に関する諸課題について調査・研究を行うことについて決議しました。

10月臨時会②

※　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。
　　勝俣公好議員は９月定例会を欠席しました。

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）9月定例会

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

沖
津
弘
幸

折
橋
尚
道

石
川
　
栄

47 箱根町手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 可決 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー

48 令和3年度箱根町一般会計補正予算（第2号） 可決 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 令和2年度箱根町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について

認定 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

52 令和2年度箱根町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 認定 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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　この度、10月1日に行われた改選後の議会において、多くの議員諸氏のご賛同を賜り議長並びに副議
長の要職に就くこととなりました。
　現在の箱根町は、財政難に伴う固定資産税の超過課税をはじめとする様々な課題があり、その課題解
決に議会として真摯に取り組まなければなら
ないと考えております。また、二元代表制の
一翼としての責務を果たすため、議会運営委
員会委員長をはじめとする各委員会委員長と
の連携を密にし、議会としてあるべき姿を町
の内外に示していかなければならないと感じ
ております。
　いずれにいたしましても、町民福祉の向
上、安心して子育てができるまちづくりのた
め、また観光客の安心・安全のため、議員相
互の議論を深め、合意形成を図るため、責務
を全うさせていただく所存でございます。
　議員一同、町民の皆さまの負託に応えられ
るよう全力を尽くして参りますので、町議会
に対し変わらぬご支援とご協力を賜りますよ
うお願い申しあげます。

新 し い 議 会 構 成 決 定！！

議　長
山田　成宣

副議長
勝俣　剛一

　山田和江、村野由紀子、勝俣泰彦、遠藤秀則、
副委員長 川口延明、委員長 折橋尚道

　議会運営委員会は、議会を円滑、
効率的に運営するために設置されて
います。
　議会の日程や、会期、議案、一般
質問の取り扱いなどを議会招集前に
協議します。
　他にも議会の会議規則や、委員会
に関する条例等に関する事項の調査
を行い、陳情等も審査します。
　任期は常任委員会と同じ２年で
す。

議会運営委員会
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　私たち委員会も新しく構成された
7名のメンバーにおいて、閉会中の
継続調査となっている多くの課題に
以下の項目等の調査研究を行ってま
いります。
１．少子高齢化
２．教育施策
３．環境問題
４．さくら館の有効活用

委員長　遠藤　秀則　

常任委員会の新しい構成
　常任委員会は、本会議の限られた時間で十分に審議し、結論を出すことが難しい議案を、担当となる
常任委員会に付託できるよう、議会の予備的審査機関として設置されています。
　当町では２つの常任委員会があり、議員は必ずどちらかの委員会に所属する必要があります。
　また、任期は２年となっています。

教育福祉環境常任委員会

　町議会議員選挙により、新しく委員会
メンバーが変わり、当委員会に課せられ
た、企画・観光・総務防災・財務・税
務・消防からなる６つの幅広い分野を調
査研究し、また、チェック機能を充たす
役割を有している委員会です。
　昨今の気候変動による自然災害や契約
案件等が委員会付託となった時、また、
アフターコロナを見据えた観光誘客等
は、今後、委員会メンバーにより議論し
て納税者の立場に立ち、迅速かつ丁寧に
委員会運営を行って、公共福祉の増進に
邁進したいと思います。

委員長　稲葉　親太郎　

総務企画観光常任委員会

佐藤章子、鈴木美貴、折橋尚道、小川鶴雄、勝俣剛一、
副委員長 勝俣泰彦、委員長 遠藤秀則

勝俣陽二、川口延明、山田和江、沖津弘幸、山田成宣、
副委員長 村野由紀子、委員長 稲葉親太郎
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任期
令和３年　
 9月30日

～
令和７年　
 9月29日

①仙石原1246　②84-9833　
③無所属　④無会派（１回）
⑤読書、日本舞踊

佐
藤　

章
子 

議
員

４

①宮ノ下310　②82-2654
③無所属　④至誠会（６回）
⑤洋ラン作りと園芸、DIY、
スキューバダイビング
⑥20年間の議員経験を活かし、災
害に強い町づくり、教育福祉の向
上、観光促進に力を発揮していき
ます。好きな言葉は「志操堅固」

折
橋　

尚
道 

議
員

12

①湯本698-1　②85-6648
③無所属　④至誠会（９回）
⑤歴史、旅行
⑥「オール箱根」おもてなしの心
いきいきと暮らせる寛容な町
スポーツ観光
住民に最も頼りにされる議会　
至誠・感謝

沖
津　

弘
幸 

議
員

13

①元箱根110-244　②83-5006
③無所属　④至誠会（４回）
⑤ゴルフ、釣り

山
田　

成
宣 

議
員

14

①箱根175　②83-6208
③無所属　④緑風クラブ（３回）
⑤山歩き、旅行
⑥「今こそ箱根に活力を」コロ
ナ禍により低迷する観光地「箱
根」を日本で一番に復活させた
い。

川
口　

延
明 

議
員

５

①宮城野507　②82-4650
③無所属　④緑風クラブ（５回）
⑤スポーツ、旅行
⑥何事にも誠実に

勝
俣　

剛
一 

議
員

６

①仙石原359-5　②84-4545
③公明党　④無会派（５回）
⑤読書、書道、山歩き

村
野
由
紀
子 

議
員

８

①住所　②電話番号
③党派　④所属会派（当選回数）
⑤趣味
⑥抱負等

氏　

名 

議席
番号

写　真

⑥一人ひとりに寄り添いながら、皆
様を応援しながら取り組みます。
女性として、母親として、生活者の目
線で議会で発言し今まで以上に頑張
ります。

⑥みなさまの代弁者、民意が第一
の政治を。
教育の充実、観光振興、伝統文化の
継承
以上を念頭に提言する次の町政、
皆様と共に歩み続けます！！

⑥箱根は風光明媚で世界に名だたる観光
地であるが、町民にとっては教育、医療、イ
ンフラ等充実しているとは言い難い。今後
はデジタル化を推進させて暮らしやすい
箱根にしたいです。加えて日本文化である

「向こう三軒両隣」を再構築させ、年代を超
え皆が安全で溌剌と生きられる箱根町に
したいです。
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町民の代表14人
新議員の顔ぶれ

『皆さんの声』を
町政に反映します！

①宮城野310　②82-1792　
③日本共産党　④日本共産党（10回）
⑤料理研究、読書、温泉地めぐり

山
田　

和
江 

議
員

１

①仙石原1111　②84-8148
③無所属　④至誠会（２回）
⑤旅行、音楽鑑賞、ゴルフ
⑥初心忘るべからず
出逢い　そして　今を大切に、一期
一会
初心貫徹の精神で２期目に挑みます。
「箱根の明るい未来を創る」ために
全力で頑張ります。

勝
俣　

泰
彦 

議
員

９

①強羅1320-671　②86-0222
③無所属　④至誠会（４回）
⑤読書、魚釣り、ゴルフ
⑥４期目も３期目同様に熱き想
いを実行へをスローガンに、山
積する行政課題解決に地域の皆
様と協働により箱根の未来をよ
り良くするために頑張ります。

稲
葉
親
太
郎 

議
員

10

①宮城野918-13　②87-6540
③無所属　④至誠会（４回）
⑤スキー、ダンス
⑥対話と行動、安心して住める
環境づくり、少子高齢化の取組
み

遠
藤　

秀
則 

議
員

11

①湯本205-3　②85-5811
③無所属　④緑風クラブ（６回）
⑤盆栽、自家菜園、旅行
⑥安心安全で、安心して暮らせ
る町づくり
箱根に活力を、観光立町箱根の
復活を！！
至誠勤労、有言実行

小
川　

鶴
雄 
議
員

７

①湯本77-1　小川ハイツ102
②85-8041　
③日本共産党　④日本共産党（１回）
⑤読書、料理
⑥初心忘れるべからず
住民が主人公、苦難軽減を目指
して頑張ります。

鈴
木　

美
貴 

議
員

２

①仙石原1069　②83-9343　
③無所属　④無会派（１回）

勝
俣　

陽
二 

議
員

３

⑥これからの４年間、掲げた公約実現のため、「住
民こそ主人公」の立場でみなさんと力を合わせ
全力をつくします。高校生までの医療費無料化、
高齢者の交通費負担軽減、保育園、学童保育の充
実、災害対策、湿生花園の町直営化等の実現をめ
ざし国に対しても観光地の負担軽減を求めて参
ります。平和産業発展のため憲法９条を守るた
めにも全力をつくします。

⑤旅行、ウォーキング、ジョギング、
ウェートトレーニング、読書
⑥「一日一生、日々元旦」
箱根町に住んでいる子どもたち、こ
れから生まれてくる子どもたちに対
して「活力ある箱根町」のバトンを渡
すために、精一杯、全力で頑張ります。
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問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

ハザードマップの利用と民泊ゲストハウスの現状と今後
町 ― マップの理解を深めることと、民泊・ゲストハウスとの共存を図る

　９月定例会では、町政全般へ４人の議員が、９項目にわたる一般質問を行い
ました。質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議
員が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答
共に、抜粋したものとなっておりますので、ご了承ください。

質問者 質問項目 ページ

折橋　尚道
・�改訂された土砂災害・洪水ハザードマップの活用につい
て

・町内の民泊・ゲストハウスの現状と今後
８

川端　祥介
・箱根町の温泉熱利用について
・災害と温泉供給について
・箱根町の温泉経営について

９

村野由紀子
・�箱根町人口ビジョンを踏まえて策定された箱根町まち・
ひと・しごと創生総合戦略について

山田　和江
・新型コロナウイルス感染症対策について
・防災対策について
・箱根湿生花園を町直営で行うことについて

10

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

築
し
、
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
共

存
し
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
町

が
す
べ
き
こ
と
は
。

町
長　
民
泊
は
今
後
増
え
る

状
況
で
は
な
く
、
許
可
制
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
増
加
し
て
い
く
。

い
ず
れ
も
町
内
で
は
違
法
な
施
設

は
な
く
、
苦
情
等
は
、
小
田
原
保

健
福
祉
事
務
所
へ
情
報
提
供
を
行

い
、
調
査
・
指
導
を
任
せ
て
い
る
。

町
と
し
て
、
順
守
す
べ
き
ル
ー
ル

を
ま
と
め
た「
民
泊
の
手
引
き
」を

作
成
し
て
い
る
の
で
、
今
後
「
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
手
引
き
」
の
よ
う

な
も
の
を
作
っ
て
い
く
。

　

改
訂
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
「
想
定
し
得
る

最
大
規
模
の
降
雨
」
に
よ
る
土
砂

災
害
や
洪
水
氾
濫
被
害
を
減
ら
す

こ
と
を
目
的
と
し
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
・
洪
水
浸
水
想
定
区
域
・

避
難
所
・
避
難
場
所
な
ど
の
情
報

を
記
載
し
た
マ
ッ
プ
の
利
用
法
や
、

レ
ッ
ド
・
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
は
、

実
際
の
生
活
に
影
響
は
生
じ
る
か
。

町
長　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

見
て
、
考
え
て
、
確
か
め

て
、
書
き
込
ん
で
活
用
し
て
い
く

も
の
で
、
今
後
の
防
災
出
前
講
座

で
、
使
い
方
を
学
ぶ
科
目
を
実
施

し
、
町
民
へ
の
普
及
を
図
る
。
希

望
す
る
団
体
に
は
出
張
講
座
を
開

く
な
ど
考
え
て
い
る
。

　
民
泊
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

は
、
管
理
者
が
常
駐
し
て
い

る
施
設
と
管
理
者
無
人
と
で
違
い

は
あ
る
が
、
宿
泊
客
に
よ
る
夜
の

騒
音
や
ご
み
の
出
し
方
な
ど
の
苦

情
が
、
管
理
者
無
人
の
施
設
で
、

多
く
近
隣
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
地
域
と
友
好
な
関
係
を
構

ＱＱ Ａ

Ａ
折
橋　

尚
道 

議
員
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町外からの移住者を増やす取り組みとともに町外への転出の抑制を
町 ― 町が一丸となって様々な施策を複合的に実施していく

災害により被災した温泉の安定供給策について
町 ― 民間事業者と町行政が、連携しながら適正な対応に努める

り
増
え
て
い
る
と
推
察
す
る
。
空

き
家
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
課

題
と
し
て
空
き
家
は
増
え
て
い
る

も
の
の
流
通
に
至
ら
な
い
、
物
件

数
の
少
な
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

町
で
は
、
空
き
家
所
有
者
の
方
々

に
空
き
家
活
用
の
周
知
等
を
図
り

民
間
団
体
に
も
協
力
頂
き
な
が
ら

空
き
家
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
箱
根
町
に
長
く
住
み
続
け

て
も
ら
う
た
め
家
屋
の
外
壁

塗
装
の
助
成
な
ど
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長　
神
奈
川
県
内
の

状
況
は
、
６
市
町
村
で
外
壁

塗
装
の
助
成
金
制
度
が
あ
る
。

　
今
後
研
究
し
た
い
と
考
え
る
。

町
長　
新
規
加
入
者
の
獲
得

に
努
め
、
基
金
の
積
み
立
て

を
行
っ
て
い
く
。

　
順
調
な
蒸
気
井
の
噴
出
に

よ
り
、
当
町
で
は
安
定
的
な

経
営
が
見
ら
れ
る
。

　
今
後
も
更
な
る
事
業
の
安
定
化

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
事
業
安
定
の
具
体
的

な
考
え
方
は
、
新
規
加
入
者

の
獲
得
に
努
め
温
泉
使
用
料
が
減

少
し
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
。
歳

出
面
で
は
、
保
守
点
検
を
定
期
的

に
実
施
し
て
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
基
金
の
積
み
立

て
を
可
能
な
限
り
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
移
住
希
望
者
に
実
際
に
箱

根
町
に
住
ん
で
頂
く
お
試
し

居
住
制
度
、
２
年
度
は
募
集
定
員

７
組
に
対
し
て
10
倍
を
こ
え
、
こ

の
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か

け
で
、
３
組
の
方
が
移
住
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
若
干
少
な
い
よ
う
に

思
う
が
、
理
由
を
伺
う
。

企
画
課
長　
体
験
を
し
て
す

ぐ
に
移
住
す
る
方
は
ど
こ
の

市
町
村
で
も
少
な
い
と
伺
っ
て
い

る
。
仕
事
の
調
整
や
住
居
探
し
な

ど
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
希
望
物
件
さ
え
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
移
住
し
た
い
と
言
う
方
も

増
え
て
い
る
。
物
件
探
し
な
ど
参

加
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
移
住

者
の
増
に
つ
な
げ
た
い
。

　
空
き
家
所
有
者
の
意
識
を

変
え
、
空
き
家
活
用
の
た
め

の
物
件
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
、

対
応
は
。

企
画
課
長　

平
成
29
年
度

の
空
き
家
実
態
調
査
で
は
、

２
５
１
件
。
現
在
の
正
確
な
数
字

は
つ
か
ん
で
い
な
い
が
、
当
時
よ

　
箱
根
町
内
の
温
泉
供
給
施

設
の
一
部
が
、
自
然
災
害
に

よ
り
被
災
し
て
供
給
を
受
け
る
宿

泊
施
設
等
へ
の
影
響
が
災
害
の
度

に
起
き
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
と
密
接
不
可
分
な
温

泉
を
、
将
来
も
安
定
的
に
確
保
方

策
を
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長　
「
温
泉
」と
い
う
大
切

な
資
源
は
、
観
光
地
箱
根
に

と
っ
て
「
生
命
線
」
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
は
な
い
。

　
こ
れ
を
将
来
に
渡
っ
て
安
定
的
、

持
続
的
に
確
保
・
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
温
泉
と
い
う
資
源
に

関
わ
る
施
設
維
持
管
理
の
ハ
ー
ド

面
と
、
資
源
保
全
の
ソ
フ
ト
面
、

双
方
の
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

民
間
事
業
者
と
町
行
政
と
が
連
携

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
適
切
な
対

応
に
努
め
て
い
く
。

　
箱
根
町
の
温
泉
経
営
の
安

定
化
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

移住体験交流施設 cotoha

村
野
由
紀
子 

議
員

川
端　

祥
介 

議
員
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幼児施設、小中学校、学童保育での定期的なPCR検査を！
町 ― 保育士、教職員等にワクチンの優先接種を行っているので、PCR検査を実施する考えはない

員
へ
の
定
期
的
な
P
C
R
検
査
は
、

保
育
士
、
教
職
員
等
に
対
し
て
ワ

ク
チ
ン
の
優
先
接
種
を
行
っ
て
い

る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

　
7
、
8
月
の
大
雨
で
芦
ノ

湖
の
水
位
は
す
ぐ
に
避
難
判

断
水
位
と
な
っ
て
し
ま
う
状
況

だ
っ
た
が
、
昨
年
の
12
月
に
町
と

議
会
が
県
に
出
し
た
意
見
書
で
4

者
協
議
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
芦
ノ
湖
の
水
位
を
1．9
ｍ
に

す
る
協
議
は
で
き
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長　
町
で
は
芦

ノ
湖
の
水
位
を
1.6
ｍ
～
1．9
ｍ

で
管
理
を
要
望
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
が

全
国
に
広
が
る
中
で
五
輪
に

続
き
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ

れ
た
。
五
輪
は
人
流
抑
制
に
対
し

て
外
出
し
て
も
い
い
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
与
え
感
染
者
が
急
増
し
、

感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
に
置
き

か
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
外
出
自
粛

を
呼
び
か
け
る
だ
け
で
は
感
染
は

収
ま
ら
な
い
状
況
だ
。
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
今
こ
そ
科
学
の

力
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

P
C
R
検
査
を
大
規
模
に
行
う
こ

と
。
せ
め
て
幼
児
施
設
、
小
中
学

校
、
学
童
保
育
に
勤
務
す
る
職
員

へ
の
定
期
的
な
P
C
R
検
査
を
行

う
考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
の
答
弁
と

同
じ
に
な
る
が
、
P
C
R
検

査
は
検
査
時
点
の
感
染
状
況
を
把

握
し
、
そ
の
後
の
適
切
な
処
置
や

対
応
を
と
る
た
め
の
も
の
で
、
感

染
の
不
安
を
解
消
す
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
幼
児
施
設
、
小
中

学
校
、
学
童
保
育
に
勤
務
す
る
職

広域行政調査特別委員会
　
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会
の

前
身
は
、
平
成
13
年
に
当
時
道
州

制
が
に
わ
か
に
話
題
に
さ
れ
て
い

た
時
で
、
議
会
と
し
て
も
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
、
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
箱
根

町
議
会
で
は
、
20
年
も
の
間
継
続

さ
れ
て
い
る
、
息
の
長
い
特
別
委

員
会
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
合
併
の
話
が
下
火
と

な
り
、
平
成
17
年
に
熱
海
市
と
共

同
で
広
域
行
政
推
進
協
議
会
の
設

立
が
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
に
は
、
協
議
会
に
湯
河

原
町
を
迎
え
組
織
さ
れ
、
私
た
ち

の
特
別
委
員
会
も
協
議
会
に
合
わ

せ
て
、
市
町
議
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
持
ち
寄
り
、
補
い
な
が

ら
発
展
を
目
指
し
て
い
く
議
会
で

あ
る
べ
き
と
し
て
、
熱
海
市
・
湯

河
原
町
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
、
近
年
の
活
動

内
容
は
、
品
川
駅
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
、
観
光
展
に
議
員
を
派
遣
し

協
力
す
る
こ
と
や
、
定
期
的
な
会

議
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

委
員
長　
折
橋
尚
道

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
山
田　

和
江 

議
員
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　１０月１日に開催された、臨時議会において町側より議案第６１号として、専決処分の承認を求めること
について上程された。
  提案理由は、新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けている町民や町内事業者への支援な
ど、早急に対応する必要がある予算について、既定予算を補正する必要が生じたため。

１．新型コロナウイルス感染症対策生活支援事業　３６２万円
　�　新型コロナウイルス感染症により生活に影響を受けている町民に対し、食品等の配布や生活相談な

ど生活支援を行う。

２．新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業　４０万円
　�　自宅療養者に対し食料品等の支給、パルスオキシメーター等の貸与、ごみの戸別収集などの支援を

行う。

３．町内経済活性化事業更正減　▲１９万円
　�　町内の箱いこクーポン登録店舗で利用可能なクーポン券のプレミアム率を引上げることにより、販

売価格が下がりカード決済手数料に減少分が出たもの。
　※当初１万円分のクーポン券を１セット８，０００円で販売を予定していたものが１セット７，０００円で販売

４．中小企業等感染症対策事業費　１億８,000万円　（２０万円×９００件）
　�　新型コロナウイルス感染症の影響により、町内で売上が対前年若しくは対前々年比２０％以上減少し、

今後も事業を継続する予定のある店舗を対象に、行動制限の緩和に伴い生じる対処策諸経費等を交付
する

　10月５日の全員協議会において報告がありました。その際の資料から抜粋したものを掲載しています。

10月1日　専決処分議案の説明

町内の新型コロナウイルス感染者の状況と
ワクチン接種状況

対象人数 １回目 ２回目

全年代（12歳〜） 10,653人 8,544人 80.20％ 7,315人 68.67％

（令和３年９月30日現在の接種率）

町内の感染者の状況（令和3年9月30日現在）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計 合計

R2年度 2 1 3 1 1 2 11 1 2 24
79

R3年度 15 5 3 31 1 55
【参考】令和３年８月の感染者（31人）の年代別内訳
　　　　10歳代：1人、20歳代：13人、30歳代：9人、40歳代：3人、50歳代：5人、60歳代以上：0人
　　　　≪31人中、20歳代と30歳代は22人で、８月中の感染者の71％となっている≫

（単位：人）
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議会だより 　はこね 令和3年11月

～ 決 算 特 別 委 員 会 開 催 日 ～
11月1日（月）、2日（火）、9日（火）

今後の議会の予定

※�１２月定例会会議開催日は、11月22日（月）開催予定の議会運営委員会において決定いたしますので、変
更となる場合があります。

　�詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会ホームページの議会カレン
ダーをご覧ください。

　11月発行・206号から新メン
バーでのスタートです。
　これまでの編集活動で培ったノ
ウハウを踏襲しつつ、「より分か
りやすく・より親しみやすい」議
会だよりの編集を心がけてまいり
ます。また、広聴活動におきまし
ては、住民の参加意識が持てるよ
う開かれた広聴会を目指してまい
りますので、2年間の任期であり
ますが、ご指導の程よろしくお願
い致します。

委員長　勝俣　泰彦　

広報広聴委員会

勝俣陽二、稲葉親太郎、遠藤秀則、勝俣剛一、
副委員長 川口延明、委員長 勝俣泰彦

　水位計測は芦ノ湖の真ん中ほどの龍宮殿付近の湖畔に機器が
設置され、常時神奈川県の小田原市内の施設で監視を行ってい
ます。氾濫危険水位に達すると見込まれた場合は、町の防災行
政無線で放送され、湖尻水門が開きます。

（投稿者　川口　延明 氏）

芦ノ湖の現在水位の計測点を
ご存じですか？

～ 12月定例会開催日（予定） ～
11月30日（火）、12月7日（火）、10日（金）


